
ゾーン30
（市内14箇所）

・走行速度の抑制
時速30km規制・看板設置
・通行禁止規則など

・路面標示による注意喚起
・路側帯・交差点カラー舗装
・中央線の抹消。路側帯の設置
イメージハンプなど

今後指定予定
（東町・新屋敷など）
道路管理者による物理的デバイスの設置
➢ 進入抑制対策
・ライジングボラード

➢ 速度抑制対策
・ ハンプ、スムーズ横断歩道、狭窄、クランク、スラローム など

生活道路対策エリア
（市内7箇所）

通学路合同点検

・「熊本市通学路交通安全プログラム」に基
づき、関係機関で合同点検を行っている。
・全92校を5年で1周するサイクルで実施。

関係機関：警察・道路管理者・学校

八街市の事故を受けた取り組み

・千葉県八街市での事故を受け、新たな観点を
踏まえ、通学路の危険箇所をリストアップし、
臨時で通学路点検を実施。

新たな観点
✓ 見通しのよい道路や幹線道路の抜け道になっている道路など、

車の速度が上がりやすい箇所や大型車の進入が多い箇所
✓ 過去に事故に至らなくても、ヒヤリハットの事例があった箇所
✓ 保護者、見守り活動者、地域住民等から市町村への改善要請が

あった箇所 など

関係機関：警察・道路管理者・学校

関係機関：警察・道路管理者・学校
関係機関：警察・道路管理者

ゾーン30プラス
関係機関：警察・道路管理者・学校

●交通安全対策事業の取り組み

東区東町 スムーズ横断歩道仮設置状況

中央区新屋敷 ハンプ仮設置状況

資料３-２



●対策実施状況

●通学路点検対策状況

過去3年の通学路点検で抽出された対策箇所数

●対策事例

H30 R1 R2 R3

対策箇所数 209 180 142 463

学校 120 82 85 340

警察 29 38 25 107

道路管理者 60 60 32 117

・校区 花園小学校
・路線名 主要地方道 熊本玉名線
・住所 熊本市西区花園2丁目
・対策内容 横断歩道のカラー舗装
・対策年度 令和2年度

※R3年度は臨時点検分を含む

・校区 田迎小学校
・路線名 一般県道 熊本浜線
・住所 熊本市南区出仲間8丁目
・対策内容 歩道新設（水路蓋掛け）
・対策年度 令和3年度

＋直轄国道9箇所（126）

・校区 奥古閑小学校
・路線名 国道501号
・住所 熊本市南区奥古閑町
・対策内容 交差点に車止めの設置
・対策年度 令和3年度



実施状況・・・可能なものから早急に対策工事に着手。

●八街市の事故を受けた通学路合同点検

●R3年度通学路点検実施状況

対策必要箇所数 463

学校・教育委員会によ
る対策箇所数

340

警察による対策箇所数 107

道路管理者（熊本市）
による対策箇所数

１１７

R3着手予定 52

R4着手予定 ６５

●対策費用 概算金額

着手予定年度 対策箇所数 概算費用

令和3年度 52箇所 約1億円

令和4年度 65箇所 約１億円

合計 約2億円

＋直轄国道9箇所（126）

対策例

➢ ガードレール・防護柵等の設置

➢ 交差点・路側帯のカラー舗装化

➢ 路面標示・外側線の引き直し

➢ 舗装補修

など

（箇所）

※内、約0.5億円を国のR3年度補正予算（交付金）で実施


